制限超過利息について by 三木 正雄
商
業
と
經
済
八
六
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
三
木
正
雄
目
　
　
　
　
次
第
一
制
限
超
過
利
息
を
定
む
ろ
契
約
の
放
力
一
制
限
超
過
部
分
は
無
数
と
な
る
　
　
二
　
制
限
超
過
部
分
の
無
教
と
錯
誤
　
三
　
無
数
の
結
果
第
二
　
既
に
文
沸
ひ
余
る
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
一
七
〇
八
性
に
所
謂
「
不
法
ノ
原
因
」
の
意
義
二
銀
行
法
違
反
に
二
種
あ
る
三
制
限
超
過
利
息
l
こ
つ
き
七
〇
八
後
退
川
の
有
無
に
闘
す
る
通
説
及
び
判
例
の
見
解
　
　
四
　
私
　
　
　
見
は
　
し
　
が
　
き
利
息
制
限
法
の
制
限
を
超
え
て
約
定
さ
れ
た
利
息
に
つ
い
て
は
、
利
息
制
限
法
及
び
民
法
七
〇
八
候
の
解
澤
に
掴
聯
も
て
、
種
々
の
問
題
が
布
衣
す
る
。
之
等
の
問
題
の
う
ち
、
制
限
超
過
利
息
を
定
め
た
契
約
の
殺
力
如
何
及
び
、
既
に
支
梯
は
れ
た
る
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
の
能
否
の
間
近
を
中
心
と
し
て
、
次
に
簡
宣
な
る
考
察
を
試
み
度
い
。
合企"
5著奇
制
限
超
過
利
息
を
定
む
る
契
約
の
致
力
制
限
超
治
部
分
は
無
殺
と
な
る
金
銭
の
消
投
貸
借
契
約
が
利
息
制
限
法
の
制
限
を
越
え
る
利
息
を
定
む
る
場
合
に
於
て
も
、
契
約
全
部
の
無
放
を
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
来
た
さ
ざ
る
こ
と
は
、
同
法
二
傑
一
項
後
段
が
、
「
若
シ
此
限
ヲ
超
過
ス
ル
分
ハ
裁
判
上
無
妓
ノ
モ
ノ
ト
シ
各
其
制
限
-
一
マ
テ
引
直
サ
シ
ム
へ
シ
」
と
規
定
す
る
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
占
ん
も
約
定
利
率
が
制
限
利
卒
を
著
し
く
超
過
す
る
等
の
事
情
あ
る
場
合
に
は
利
息
制
限
法
の
規
定
を
伎
に
守
し
て
、
公
序
良
俗
蓮
反
と
し
て
九
O
傑
に
よ
っ
て
契
約
全
部
が
無
双
と
な
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
ο
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
第
二
参
照
。
制
限
超
過
利
息
を
定
む
る
部
分
の
み
に
つ
き
、
之
守
無
殺
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
然
ら
ば
こ
の
規
定
は
、
契
約
の
通
説
及
び
判
例
は
之
を
積
極
に
解
し
て
ゐ
る
。
之
に
封
し
て
少
数
の
反
封
説
は
、
同
傑
に
所
謂
「
裁
判
上
無
紋
」
を
丈
二
一
一
日
通
り
に
解
し
て
、
制
限
超
過
利
息
を
定
む
る
部
分
も
、
法
律
上
有
殺
で
あ
り
、
唯
之
に
基
い
て
後
生
せ
る
制
限
超
過
利
息
請
求
権
に
は
、
訴
訟
法
上
、
訴
模
並
に
強
制
執
行
棋
が
認
め
ら
れ
ざ
る
に
止
ま
り
、
所
前
自
然
依
務
を
生
?
る
も
の
と
観
て
ゐ
る
。
活
説
、
総
志
林
二
一
谷
五
波
二
瓦
、
杭
同
信
粧
各
論
八
三
九
瓦
、
鳩
山
日
本
債
権
法
各
論
下
八
二
九
瓦
、
末
弘
的
限
弁
論
九
八
八
瓦
、
活
制
不
九
日
間
利
持
論
七
九
瓦
、
腕
本
的
能
総
論
上
二
五
七
瓦
、
近
一
時
柏
木
註
特
日
本
氏
法
杭
椛
師
総
則
上
四
二
一
丸
。
州
例
、
大
元
一
一
、
二
八
大
州
、
民
銀
一
八
砕
一
O
一
四
瓦
口
、
「
若
日
γ
之
ヲ
起
渇
ス
山
w
ト
キ
丹
、
業
超
過
部
分
-
一
限
リ
、
利
'H
仙
ノ
契
約
ρ
無
設
ト
ナ
リ
制
限
超
過
羽
息
に
つ
い
て
入
七
商
業
と
経
済
A 
/¥. 
法
律
上
ノ
在
在
ヲ
央
プ
・
:
:
・
中
略
:
:
:
利
息
制
限
法
ノ
制
限
ヲ
超
過
セ
タ
部
分
ノ
利
息
ヲ
支
抑
フ
ρ
、
債
務
ア
N
Y
知
メ
一
一
之
ヲ
支
抑
フ
モ
ノ
こ
非
メ
V
テ、
債
務
ナ
キ
一
一
之
ヲ
支
抑
フ
モ
ノ
ナ
V
パ
j
i
-
-
・
」
と
い
っ
て
、
匁
設
況
に
従
ふ
行
為
切
か
に
し
、
そ
の
他
明
三
五
、
一
O
、
二
五
大
列
、
民
銭
入
砕
九
谷
一
三
間
瓦
、
別
問
一
ニ
、
二
一
、
一
O
大
州
、
民
村
山
一
大
将
九
二
コ
一
万
、
大
一
一
、
一
二
、
ご
七
、
大
州
、
民
政
一
九
砕
一
七
六
克
、
大
入
、
一
一
、
ム
ハ
大
州
、
民
鈴
二
純
二
八
コ
一
一
良
口
何
れ
も
、
制
限
超
過
利
息
島
定
む
ろ
契
約
岳
、
超
過
部
分
に
閲
し
て
無
殺
と
し
て
お
ろ
o
反
封
説
、
岡
松
京
法
一
巻
一
(
U
校一
(
U
九
頁
、
築
山
位
椛
総
論
上
五
三
瓦
、
大
谷
債
格
一
拠
品
川
四
六
頁
、
納
町
村
判
報
三
七
谷
一
一
枕
五
八
立
。
悦
ふ
に
制
限
超
過
利
息
に
つ
き
、
自
然
債
務
守
護
生
す
る
も
の
と
な
す
と
き
は
、
債
務
者
は
一
旦
之
が
支
排
を
な
し
た
る
以
上
、
最
早
そ
の
返
還
を
請
求
し
得
ざ
る
も
の
と
な
る
。
斯
く
の
如
き
は
、
唯
さ
へ
高
利
禁
煙
手
段
と
し
て
賢
殺
務
き
利
息
制
限
法
を
し
て
、
盆
々
そ
の
作
用
を
微
弱
な
ら
し
む
る
結
果
を
来
す
が
故
に
之
に
従
ふ
こ
と
を
得
な
い
。
こ
の
非
難
口
、
後
述
の
如
く
、
同
じ
く
制
限
超
過
利
息
に
つ
会
無
殺
説
存
探
リ
乍
ら
、
七
O
八
保
山
本
文
の
越
川
に
よ
っ
て
、
一
旦
支
抑
は
れ
大
ろ
趨
過
利
息
り
返
還
請
求
た
否
定
す
ろ
説
に
封
し
て
む
妥
官
す
ろ
。
叉
我
民
法
上
、
や
同
事
者
の
契
約
に
基
く
に
非
宇
し
て
.
法
律
上
品
川
同
然
自
然
債
務
守
護
生
す
る
場
合
は
、
他
に
之
な
き
に
、
こ
の
場
合
に
の
み
特
に
自
然
債
務
を
認
め
ん
が
傍
め
に
は
有
力
な
る
根
撲
を
要
す
る
。
然
る
に
利
息
制
限
法
に
所
謂
「
裁
判
上
無
妓
」
の
字
句
の
み
を
根
擦
と
し
て
、
之
を
認
め
ん
と
す
る
の
は
、
そ
の
根
探
薄
弱
と
い
は
ぎ
る
を
符
な
い
。
元
来
「
裁
判
上
無
放
」
な
る
字
何
は
、
立
法
技
術
幼
稚
な
る
明
治
十
年
の
利
息
制
限
法
制
定
以
来
使
用
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
ぺ
裁
判
上
」
は
蛍
時
の
法
律
用
誌
と
し
て
、
訴
訟
上
の
な
か
訴
に
非
宇
し
て
法
律
上
の
な
誌
に
用
ひ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
故
に
(
勝
本
二
五
七
瓦
¥
必
宇
し
も
こ
の
字
何
の
み
に
拘
泥
す
る
必
要
を
見
な
い
。
吾
人
は
之
を
以
て
法
律
上
無
放
の
な
義
に
解
し
、
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
全
く
紋
力
を
生
ぜ
ざ
る
も
の
と
観
る
活
設
在
以
て
、
利
息
制
限
法
の
粉
洲
に
遇
す
る
も
の
と
信
宇
る
。
制
限
超
過
部
分
の
無
殺
と
錯
誤
金
銭
の
泊
投
貸
借
契
約
が
、
利
息
制
限
法
の
制
限
を
超
ゆ
る
利
息
を
定
む
る
場
合
に
は
、
制
限
超
過
利
息
の
部
分
に
つ
き
、
契
約
の
一
部
無
殺
を
生
じ
、
制
限
利
率
に
よ
る
利
息
の
附
せ
ら
れ
た
る
契
約
と
し
て
放
カ
を
生
宇
る
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
然
る
と
き
は
蕊
に
問
題
と
な
る
の
は
、
貸
主
は
錯
誤
を
理
由
と
し
て
民
法
九
五
傑
に
よ
る
契
約
全
Emの
無
放
を
主
張
し
得
る
や
否
や
で
あ
る
。
印
ち
貸
主
は
、
制
限
利
率
に
よ
る
利
息
附
の
消
費
貸
借
な
ら
ば
、
之
を
締
結
せ
ざ
る
べ
か
り
し
こ
と
を
立
泣
し
て
、
契
約
全
部
の
無
放
や
主
張
し
得
る
や
。
こ
の
問
題
は
、
貸
主
が
、
制
限
超
過
利
息
の
法
律
上
無
放
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
り
し
場
合
に
の
み
生
手
る
。
査
し
思
訟
の
貸
主
は
、
始
め
よ
り
制
限
超
池
利
息
の
銃
殺
な
る
こ
と
を
知
り
て
契
約
を
な
し
、
而
し
て
所
期
の
結
果
を
得
に
る
も
の
な
る
が
故
に
、
こ
の
場
合
に
は
鈴
設
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
苦
訟
の
貸
主
は
錯
誤
を
主
張
し
得
る
や
と
い
ふ
に
、
先
づ
貸
主
が
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
契
約
の
一
部
無
双
な
る
こ
と
を
知
ら
宇
し
て
、
契
約
告
な
し
た
る
こ
と
は
、
所
謂
法
律
の
錯
誤
に
該
蛍
し
、
従
っ
て
こ
の
場
合
に
錯
誤
の
存
在
す
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
次
に
こ
の
程
の
錯
誤
が
九
五
傑
に
所
謂
要
素
の
錯
誤
た
り
得
る
や
と
い
ふ
に
、
要
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
八
九
尚
業
と
経
済
九
O 
素
の
錯
誤
を
以
て
、
法
律
行
儒
の
内
容
の
主
要
な
貼
に
存
す
る
錯
誤
を
い
ふ
も
の
と
解
す
る
と
き
は
、
約
定
利
率
が
制
限
利
率
を
著
し
く
超
過
す
る
場
合
に
は
、
貸
主
は
制
限
利
卒
に
よ
る
利
息
附
の
消
費
貸
借
な
ら
ば
十
、
之
を
締
結
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
観
る
ベ
ナ
場
合
が
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
要
素
の
錯
誤
が
存
す
る
も
の
と
し
て
、
貸
主
の
九
五
傑
に
よ
る
契
約
全
部
無
放
の
主
張
を
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
査
し
利
息
制
限
法
二
傑
が
、
制
限
超
過
利
息
を
定
む
る
契
約
に
つ
き
、
超
過
部
分
の
み
を
無
殺
と
し
、
制
限
利
率
に
よ
る
利
息
附
の
消
費
貸
借
と
し
て
契
約
の
放
カ
を
認
め
た
の
は
、
通
常
の
場
合
に
於
け
る
岱
事
者
の
な
忠
の
推
測
に
基
く
が
故
に
、
貸
主
が
之
に
反
す
る
怠
忠
を
有
し
た
る
と
き
は
、
錯
訣
を
理
山
と
し
て
契
約
全
部
の
無
放
を
主
張
し
得
べ
き
は
品
川
同
然
で
あ
る
。
乍
併
、
若
し
貸
主
が
金
融
業
者
な
る
場
合
に
は
、
斯
か
る
業
務
を
営
む
者
が
、
制
限
超
過
利
息
の
無
殺
を
知
ら
ぎ
る
こ
と
は
、
貸
主
自
身
に
主
池
失
あ
り
た
る
も
の
と
認
む
べ
く
、
九
五
傑
但
主
に
よ
っ
て
、
貸
主
か
ら
は
治
投
貸
借
の
無
殺
を
主
張
し
得
ざ
る
も
の
と
な
す
べ
き
で
あ
る
。
査
し
主
過
失
と
は
、
活
常
人
の
な
.
す
べ
き
注
意
冶
著
し
く
快
く
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
り
、
而
し
て
葱
に
所
謂
通
常
人
の
な
す
べ
き
注
意
の
程
度
は
、
行
匁
者
の
局
す
る
職
業
等
を
顧
慮
し
、
そ
の
職
業
人
と
し
て
一
般
に
要
求
せ
ら
る
る
注
意
を
標
準
と
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
一
般
の
貸
主
が
制
限
超
渇
利
息
の
無
双
・
を
知
ら
ざ
る
こ
と
は
、
全
然
過
失
と
な
ら
宇
、
仮
に
過
失
と
な
る
と
し
て
も
」
品
々
騒
過
失
を
認
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
之
に
反
し
て
金
融
業
者
が
制
限
越
迦
利
息
の
無
放
を
知
ら
ざ
る
こ
と
は
、
通
常
人
の
な
す
べ
き
注
意
を
著
し
く
快
く
も
の
と
観
る
べ
き
に
よ
る
。
ιL川
文
〉
吉
共
和
訓
:
ん
F
U
ι
市
町
河
制
限
超
過
利
息
は
宜
陸
一
法
上
無
双
な
る
が
故
に
、
貸
主
は
之
が
請
求
在
な
す
を
得
示
、
借
主
は
之
が
支
抑
義
務
を
負
は
な
い
。
貸
主
の
請
求
す
る
利
息
が
、
利
息
制
限
法
に
反
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
は
、
利
息
制
限
法
が
強
行
法
に
る
結
m本
.
裁
判
所
は
借
主
の
巾
立
を
伐
に
宇
、
峨
椛
を
以
て
審
理
す
べ
き
で
あ
る
(
同
趣
旨
、
明
三
七
、
二
一
、
二
六
大
列
、
民
銀
一
O
輯一
六
九
一
瓦
)
。
又
貸
主
は
超
過
利
息
に
つ
き
確
認
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
同
様
に
超
過
利
息
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
る
相
殺
、
相
殺
務
約
、
一
見
攻
、
更
改
務
約
は
無
放
で
あ
る
。
同
趣
旨
、
相
殺
に
つ
き
、
大
一
一
、
一
二
、
二
七
大
州
、
民
政
一
九
州
刊
一
七
三
瓦
、
一
兎
改
に
つ
き
、
大
入
、
一
二
、
七
大
列
、
氏
銃
二
r
H
一時間
O
有
頁
。
一
史
に
叉
四
九
一
俊
に
よ
っ
て
、
所
説
法
律
上
の
充
治
を
な
す
場
合
に
於
て
も
、
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
は
、
排
湾
の
充
岱
φ
ぜ
な
す
を
得
な
い
。
同
趣
旨
、
別
三
五
、
一
O
、
二
五
大
州
、
長
銀
八
持
九
谷
二
一
口
問
一
一
具
、
明
三
九
、
四
、
二
八
大
列
、
民
銀
二
一
件
ム
ハ
ム
ハ
ム
ハ
頁
、
明
四
一
二
、
二
一
、
一
O
大
州
、
民
純
一
六
時
九
二
三
瓦
、
昭
五
、
一
一
、
一
同
大
州
、
新
聞
三
一
O
二
税
一
六
頁
。
叉
仮
令
賞
事
者
が
務
め
、
一
河
本
に
先
ん
じ
て
制
限
超
過
利
息
に
燐
演
の
充
蛍
を
な
す
べ
き
旨
の
特
約
を
な
し
た
る
場
合
に
於
て
も
、
斯
か
る
特
約
は
無
紋
で
あ
る
。
(
同
趣
旨
、
大
コ
一
、
コ
一
、
二
七
大
列
、
民
銀
二
O
砕
二
三
八
瓦
U
)
利
息
に
つ
い
て
の
捻
保
は
、
制
限
を
超
池
せ
ざ
る
利
息
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
有
放
で
あ
る
。
川
迎
旨
、
大
一
冗
、
一
一
、
二
八
六
州
、
民
銀
一
八
刊
一
O
一
O
瓦
、
大
入
、
一
一
、
六
大
州
、
民
銃
二
一
九
州
刊
二
七
六
瓦
。
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
九
商
業
と
経
済
九
川弟
既
に
支
挽
ひ
た
る
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
七
O
八
傑
に
所
謂
「
不
法
ノ
原
悶
」
の
立
義
然
ら
ば
借
主
は
、
任
な
に
制
限
超
過
利
息
の
支
抑
を
な
し
た
る
後
.
不
世
利
得
を
理
由
と
し
て
之
が
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
や
。
借
主
が
任
意
に
制
限
超
過
利
息
の
一
文
抑
た
な
し
に
ろ
場
合
と
日
、
借
主
が
積
極
的
に
制
限
超
過
利
息
司
令
支
抑
ふ
旨
在
示
L
て
文
抑
た
な
し
大
ろ
場
合
の
み
な
ら
ず
、
借
主
が
川
州
議
た
止
め
ず
L
て
文
姉
与
な
L
、
し
か
も
そ
の
文
叫
が
制
限
超
地
利
息
り
支
抑
な
ろ
こ
と
明
瞭
な
ろ
相
場
合
た
も
色
合
寸
九
・
。
同
趣
旨
、
太
一
O
、
一
二
、
五
大
州
、
民
銀
二
七
件
凶
七
七
頁
。
支
抑
が
金
額
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
制
限
超
池
利
息
の
抑
抗
と
し
て
支
抑
は
れ
土
ろ
こ
と
明
瞭
な
ろ
場
合
に
、
借
主
は
不
常
利
得
に
基
く
返
還
請
求
在
な
さ
ず
し
て
、
そ
の
野
訴
が
法
作
上
川
市
桃
川
元
本
又
は
後
期
の
利
息
等
に
充
岱
ぜ
ら
れ
れ
ろ
こ
と
お
主
援
し
件
ろ
か
o
排
出
の
充
仲
川
口
有
設
な
ろ
債
務
問
に
が
、
げ
ろ
問
題
な
ろ
が
故
に
、
財
か
ろ
無
放
な
ろ
排
出
島
以
て
、
有
設
な
ろ
岱
務
の
抑
抗
に
充
山
口
川
す
ろ
、
『
と
た
符
な
い
と
解
す
5
0
こ
の
拙
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
七
O
八
傑
で
あ
る
。
同
傑
は
、
「
不
法
ノ
原
因
ノ
鍔
メ
給
付
ヲ
錦
、
ン
タ
ル
者
ハ
其
給
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
返
還
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
不
法
ノ
郎
国
力
受
金
者
-
一
付
テ
ノ
ミ
・
一
作
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
-
一
在
-
フ
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る。
然
ら
ば
同
傑
に
所
謂
「
不
法
ノ
原
閃
」
の
な
義
如
何
。
判
例
は
大
躍
に
於
て
之
を
公
序
良
俗
遣
反
の
場
合
に
限
つ
て
ゐ
る
。
「
民
法
第
七
百
八
保
ニ
所
説
不
法
ノ
原
因
ト
ハ
、
叫
ん
(
原
因
タ
レ
行
潟
ず
公
ノ
秩
序
又
ハ
忠
一
u
A
ノ
風
俗
-
一
反
ス
ル
事
項
ヲ
日
的
ト
ス
ル
場
合
ヲ
一
一
一
一
口
フ
モ
ノ
ヱ
ジ
テ
法
作
ノ
規
定
二
一
民
ス
ル
行
活
ハ
必
メ
ジ
モ
公
ノ
秩
序
又
ハ
普
兵
ノ
風
俗
二
反
ス
ル
モ
ノ
ノ
ミ
二
限
ラ
ザ
レ
Y
故
二
、
不
越
法
ノ
行
苅
ハ
常
二
不
法
ノ
原
因
ナ
リ
ト
沿
ズ
レ
ヲ
符
ズ
」
別
問
一
、
五
、
九
六
州
、
日
比
政
一
同
作
五
問
七
頁
。
川
趣
旨
、
別
問
一
二
、
七
、
問
大
州
、
氏
銃
一
六
W
五
O
一
一
具
、
別
問
コ
一
、
九
、
二
六
大
州
、
氏
役
二
八
件
五
八
三
瓦
、
大
人
、
.
五
、
一
二
大
州
、
氏
従
二
有
一
怜
八
五
八
一
A
、
大
一
一
、
七
、
五
大
外
、
新
聞
二
O
二
同
校
二
二
一
兵
(
以
上
椛
利
枕
の
刊
JR
に
つ
与
)
.
大
七
、
一
一
、
一
一
一
大
列
島
、
た
鋭
二
問
料
二
心
ハ
ム
ハ
瓦
、
大
七
、
円
、
一
二
大
州
、
長
総
二
川
将
六
六
六
瓦
、
昭
川
、
一
O
、
二
六
大
州
、
民
兆
八
谷
八
O
二
瓦
(
以
上
以
給
泣
告
の
拾
保
供
向
に
つ
ミ
マ
)
、
別
州
問
、
一
O
、
一
六
大
州
、
氏
政
一
七
枕
五
八
O
瓦
(
分
家
約
束
の
封
伎
に
つ
き
)
等
。
州
例
同
説
、
池
同
法
協
二
五
谷
一
一
一
九
五
瓦
、
杭
旧
八
三
川
瓦
、
治
以
前
お
七
七
一
丸
、
青
木
九
日
ぃ
一
此
法
論
三
九
一
一
一
一
立
、
我
安
法
卒
全
作
品
三
川
市
想
的
位
法
六
四
頁
、
川
村
的
椛
訟
各
市
九
一
三
、
林
列
例
ゐ
中
心
と
し
に
ろ
杭
椛
訟
各
論
三
六
一
五
瓦
。
之
に
針
し
て
従
来
の
泌
訟
は
、
公
序
良
俗
迷
反
の
み
な
ら
宇
、
炭
く
強
行
法
違
反
守
も
包
含
す
る
も
の
と
解
し
で
ゐ
る。
川
名
仙
椛
必
嬰
前
六
九
八
瓦
、
地
山
八
二
八
瓦
、
米
弘
九
八
二
一
丸
、
三
協
州
批
訟
協
三
六
谷
九
四
五
瓦
、
松
波
日
本
令
祉
法
九
二
七
瓦
、
松
本
A
U
H
祉
法
訪
英
二
九
八
瓦
、
片
山
株
式
合
祉
法
問
九
八
瓦
。
然
ら
ば
七
O
八
傑
の
解
務
上
、
何
れ
の
兄
解
が
安
川
町
川
な
り
や
と
い
ふ
に
、
こ
の
間
思
は
要
す
る
に
副
読
遁
用
の
結
果
如
何
に
よ
っ
て
之
を
決
す
る
の
外
な
い
。
先
づ
通
説
に
よ
れ
ば
、
犯
行
法
違
反
は
そ
れ
が
同
時
に
公
序
良
俗
違
反
に
談
件
凶
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
も
、
七
O
八
伐
に
所
前
「
不
法
ノ
原
因
」
と
な
り
、
之
に
基
い
て
な
さ
れ
た
る
給
付
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
在
得
な
い
。
而
し
て
こ
の
場
合
に
於
て
犯
行
法
法
反
守
知
ら
や
y
し
て
給
付
を
な
し
た
る
者
は
七
O
八
傑
の
遁
用
を
除
外
せ
ら
る
る
や
と
い
ふ
に
、
論
者
以
何
れ
も
此
貼
に
言
及
せ
ざ
る
が
故
に
明
肢
を
快
く
も
、
善
意
思
立
を
云
々
せ
ざ
る
よ
り
見
れ
ば
、
恐
ら
く
は
汚
訟
の
者
と
雌
も
返
還
請
求
在
な
し
得
ざ
る
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
ら
う
。
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
九
三
商
業
と
経
済
九
四
乍
併
、
一
五
来
七
O
八
傑
が
、
不
法
原
因
に
基
く
給
付
の
返
還
請
求
を
認
め
ざ
る
立
法
上
の
理
由
は
、
自
己
の
不
法
な
る
行
震
を
理
由
と
す
る
椛
利
の
主
張
は
、
之
を
詐
す
べ
か
ら
ざ
る
と
共
に
、
自
己
の
不
法
な
る
行
震
に
よ
っ
て
損
失
を
蒙
り
た
る
者
は
法
律
の
保
護
に
値
せ
?
と
い
ふ
に
あ
る
。
然
る
に
之
等
の
こ
と
は
、
法
律
行
匁
が
強
行
法
建
反
に
よ
っ
て
無
双
な
る
こ
と
を
相
ら
守
し
て
.
之
に
基
い
て
給
付
を
な
し
た
る
者
に
は
安
常
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
七
O
八
傑
を
こ
の
場
合
に
披
張
す
る
こ
と
は
、
結
果
に
於
て
頗
る
不
信
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
判
例
に
従
ひ
、
七
O
八
傑
を
以
て
強
行
法
違
反
に
遁
用
な
き
も
の
と
解
す
る
と
き
は
、
非
伏
耕
涜
に
関
す
る
一
般
原
則
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
る
。
印
ち
強
行
法
違
反
に
つ
き
者
訟
の
給
付
者
は
.
給
付
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
も
、
悪
意
の
給
付
者
は
七
O
五
傑
に
よ
っ
て
返
還
請
求
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
安
mm
な
る
結
果
を
生
宇
る
。
次
に
七
O
八
傑
但
書
遁
用
の
結
果
ぞ
比
ぶ
る
に
、
活
誌
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
建
反
の
場
合
に
も
本
傑
の
遁
用
あ
る
結
果
、
こ
の
場
合
に
於
て
、
不
法
の
原
因
が
受
盆
者
に
つ
い
て
の
み
存
す
る
と
き
に
は
.
木
俊
但
書
に
よ
っ
て
、
給
付
者
は
返
還
を
請
求
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
然
ら
ば
給
付
者
の
善
意
、
惑
九
H
山
岳
問
は
ざ
る
や
と
い
ふ
に
、
求
弘
博
士
(
九
八
四
瓦
)
は
、
不
法
原
因
給
付
に
基
く
不
蛍
利
得
の
成
否
に
閲
し
て
は
、
本
傑
の
み
が
遁
用
せ
ら
れ
、
一
段
非
債
燐
済
に
関
す
る
七
O
五
傑
の
遁
用
な
き
も
の
と
論
ぜ
ら
る
。
之
に
よ
れ
ば
、
不
法
原
因
が
受
金
者
に
つ
い
て
の
み
存
す
る
に
止
ま
る
限
り
、
悪
意
の
給
付
者
も
給
付
の
返
還
を
請
求
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
乍
併
、
法
律
行
匁
が
強
行
法
違
反
に
よ
っ
て
無
放
な
る
た
め
、
依
務
の
存
在
せ
ざ
る
こ
と
を
知
り
乍
ら
給
付
を
な
し
た
る
者
は
、
無
意
味
な
る
行
匁
に
よ
っ
て
、
自
ら
損
失
を
招
き
た
る
者
な
る
が
故
に
、
之
そ
保
護
す
べ
き
理
由
な
く
、
こ
の
貼
に
於
て
一
般
非
債
耕
清
者
と
取
扱
を
異
に
す
る
必
市
立
は
な
い
。
そ
の
他
の
論
者
に
於
て
は
、
七
O
八
佼
但
書
の
遁
用
上
、
給
付
者
の
善
意
、
忍
立
を
匝
別
す
る
も
の
な
り
や
否
や
明
瞭
で
な
い
。
若
し
之
が
匝
別
を
認
め
て
、
善
訟
の
給
付
者
に
つ
い
て
の
み
本
傑
但
舎
に
よ
る
返
還
請
求
を
認
め
、
恐
訟
の
給
付
者
に
つ
い
て
は
、
七
O
五
傑
に
よ
っ
て
返
還
請
求
守
詐
さ
?
と
な
す
に
あ
り
と
す
る
も
、
元
来
強
行
法
違
反
を
知
ら
ざ
る
苔
訟
の
給
付
者
は
、
常
に
保
護
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
る
に
拘
ら
歩
、
之
を
車
に
不
法
原
因
が
受
盆
者
に
あ
る
場
合
に
の
み
保
護
せ
ん
と
す
る
の
は
、
そ
の
保
護
狭
ま
に
失
す
る
。
安
す
る
に
犯
行
法
蓮
尺
の
法
体
行
鍔
に
基
い
て
、
給
付
の
な
さ
れ
た
る
場
合
に
、
給
付
者
が
犯
行
法
建
反
に
つ
き
善
訟
の
と
き
は
、
不
法
原
因
が
受
盆
者
の
み
に
つ
き
存
す
る
と
否
と
を
問
は
守
、
之
ぞ
保
護
す
べ
き
で
あ
り
、
之
に
反
し
て
給
付
者
が
怒
訟
の
と
き
は
、
不
法
原
因
が
受
金
者
の
み
に
つ
ま
存
す
る
と
否
と
を
問
は
守
、
之
を
保
護
す
る
必
要
は
な
而
し
て
こ
の
結
果
に
到
達
せ
ん
が
匁
め
に
は
、
七
O
五
傑
あ
る
を
以
て
足
り
、
こ
れ
以
外
に
、
七
O
八
傑
の
規
定
の
O 
適
用
を
認
む
る
を
要
し
な
い
。
放
に
七
O
八
傑
に
所
詔
一
不
法
ノ
原
因
」
を
以
て
、
公
序
良
俗
建
反
に
限
る
と
観
る
判
例
の
見
解
に
よ
る
方
が
安
官
な
る
結
果
を
導
く
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
「
不
法
」
の
字
何
は
、
字
何
そ
の
も
の
の
な
味
よ
り
す
れ
ば
公
序
良
俗
注
反
以
外
に
、
犯
行
法
廷
一
反
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
本
傑
、
適
用
の
結
果
及
び
七
O
五
伐
と
の
関
係
等
よ
り
し
て
、
之
を
公
序
良
俗
蓮
反
に
限
る
の
は
、
宅
も
妨
け
な
ま
の
み
な
ら
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
九
五
j
i
-
-
f
 
由
主
と
約
前
九
六
ム
ダ
、
斯
く
解
す
る
に
よ
っ
て
、
始
め
て
本
傑
の
立
法
精
神
に
適
す
る
も
の
と
信
宇
る
。
強
行
法
蓬
反
に
二
種
あ
る
上
述
の
如
く
、
七
O
八
傑
に
所
習
，
不
法
ノ
原
凶
」
は
、
公
序
良
俗
惑
反
の
み
そ
指
し
、
強
行
法
違
反
を
包
含
し
な
い
。
)G 
来
強
行
法
違
反
は
克
に
之
を
二
に
分
つ
ニ
と
を
得
る
。
一
は
強
行
法
違
反
が
同
時
に
公
序
良
俗
泣
反
た
る
場
合
で
あ
る
。
印
ち
本
来
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
局
に
つ
き
、
法
律
が
特
に
之
が
禁
止
を
明
一
一
一
一
目
す
る
場
合
が
乙
で
あ
る
。
j好
か
る
行
鍔
は
強
行
法
違
反
た
る
と
同
時
に
公
序
良
俗
違
反
な
る
が
故
に
、
七
O
八
伐
に
所
前
「
不
法
ノ
原
因
」
に
包
含
せ
ら
る
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
他
の
一
は
本
来
公
序
良
俗
迷
反
に
非
ざ
る
行
局
に
つ
き
、
法
律
が
政
策
的
理
由
に
よ
っ
て
、
之
を
禁
止
す
る
場
合
で
あ
る
。
公
序
良
俗
迷
反
と
封
立
し
て
、
七
O
八
傑
に
所
謂
「
不
法
ノ
原
因
」
に
包
含
せ
ら
る
る
や
否
や
が
問
題
と
な
る
の
は
、
新
か
る
強
行
法
建
反
で
あ
る
。
判
例
は
、
「
法
作
ノ
規
定
-
一
反
ス
ル
行
鍔
ハ
必
ズ
シ
モ
公
ノ
秩
序
叉
ハ
寺
山
以
ノ
風
俗
-
一
反
ス
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
限
-
フ
ず
ル
ガ
故
ニ
、
不
遇
法
ノ
行
匁
ハ
常
-
一
不
法
ノ
原
因
ナ
リ
ト
論
ズ
ル
ヲ
得
ズ
」
と
い
っ
て
、
強
行
法
建
反
に
こ
の
二
種
の
区
別
あ
る
こ
と
守
認
め
て
ゐ
る
。
別
問
一
、
五
、
九
大
州
、
民
鋭
一
四
砕
五
四
六
瓦
、
別
問
一
二
、
九
、
二
六
大
舛
、
民
銀
一
六
件
五
八
三
瓦
。
み
ん
も
判
例
の
こ
の
説
明
は
必
宇
し
も
安
訟
で
は
な
い
。
に
非
ざ
る
場
合
に
於
て
も
、
一
日
一
強
行
法
の
規
定
せ
ら
れ
た
る
以
上
、
之
に
反
す
る
と
き
は
、
常
に
公
の
秩
序
違
反
と
な
査
し
強
行
法
違
反
行
匁
は
、
そ
れ
が
木
米
公
序
良
俗
蓮
反
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
乍
併
、
元
来
七
O
八
傑
の
遁
用
上
、
強
行
法
違
反
に
上
惑
の
二
種
を
区
別
す
る
の
は
、
一
は
本
来
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
気
に
つ
き
、
法
律
が
之
を
禁
止
す
る
旨
守
明
言
せ
る
に
止
ま
り
、
一
般
の
公
序
良
俗
蓮
反
行
局
刈
と
区
別
す
べ
き
理
由
な
き
に
反
し
て
、
他
は
本
来
公
序
良
俗
違
反
に
非
ざ
る
行
震
が
、
強
行
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
始
め
て
公
序
違
反
と
な
り
た
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
於
て
は
行
儒
者
が
行
匁
の
強
行
法
従
っ
て
公
の
秩
序
に
遠
反
す
る
こ
と
在
知
ら
ざ
る
場
合
少
か
ら
守
、
而
し
て
斯
か
る
善
意
の
行
鍔
者
は
尚
之
を
保
護
す
べ
き
に
よ
る
。
判
例
も
亦
斯
か
る
見
地
に
基
い
て
.
強
行
法
建
反
に
二
極
守
分
ち
た
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
仮
令
そ
の
説
明
は
様
蛍
な
ら
守
と
し
て
も
、
そ
の
趣
旨
に
於
て
は
、
理
論
上
宅
も
不
蛍
で
な
い
。
辺
政
教
授
(
一
七
七
瓦
)
は
、
不
法
原
因
と
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
ろ
程
度
が
比
較
的
大
な
リ
と
し
て
、
法
律
が
そ
の
原
固
た
不
法
と
な
す
場
合
の
み
J
令
指
す
も
の
と
仰
す
ぺ
く
、
比
般
的
そ
の
程
度
の
小
な
ろ
拐
合
に
は
、
一
般
の
原
則
に
従
ひ
、
不
営
利
得
岳
、
成
立
ぜ
し
む
ろ
も
の
と
凡
ろ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
州
例
も
こ
の
凡
即
応
維
持
す
る
も
の
と
論
ぜ
ら
あ
o
往
時
の
列
例
は
斗
法
作
ノ
禁
制
二
泣
反
γ
タ
ル
行
佐
川
ハ
釦
…
設
ナ
リ
ト
雌
宅
、
法
律
ノ
禁
制
三
述
反
ジ
タ
、
ル
行
局
ニ
悶
リ
テ
潟
V
タ
レ
給
付
ρ
、
必
メ
ジ
モ
収
民
γ
符
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
二
非
メ
、
企
(
給
付
ノ
取
民
γ
得
ペ
カ
ラ
d
y
y
ρ
、
実
行
潟
ノ
性
質
上
常
然
脱
、
思
ナ
ル
揚
合
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
メ
」
(
明
コ
一
二
、
二
、
二
八
大
列
、
氏
銑
五
牌
二
谷
一
二
四
瓦
、
明
一
二
三
、
五
、
二
四
大
列
、
民
銑
ム
ハ
斡
五
谷
七
四
頁
)
と
説
く
が
故
に
、
或
日
公
序
，
A
俗
治
反
の
程
度
の
大
小
に
よ
っ
て
区
別
す
ろ
か
の
如
き
恕
た
呈
す
ろ
も
、
そ
の
後
の
舛
例
は
、
大
般
に
於
て
、
上
惑
の
如
く
、
営
該
弘
行
法
地
反
行
錦
が
、
本
質
的
に
公
i
M
A俗
泣
反
行
苅
な
り
や
否
平
に
よ
っ
て
区
別
す
ろ
も
の
と
観
る
ぺ
く
、
教
授
が
之
等
の
舛
例
の
見
解
た
以
て
、
公
序
、
、
、
、
、
兵
俗
泣
瓦
の
程
度
に
よ
っ
て
区
別
す
ろ
も
の
と
併
ぜ
ら
あ
る
の
は
不
信
で
あ
ろ
0
(
又
官
時
の
列
例
も
、
「
性
質
上
官
然
帥
凶
悪
」
と
い
へ
ろ
が
故
に
、
明
治
四
一
、
五
、
九
大
列
、
氏
鋭
一
五
牌
五
四
七
瓦
の
試
く
が
如
く
、
「
叫
恐
」
ト
ハ
辛
党
公
ノ
校
序
又
ハ
普
良
ノ
風
俗
一
二
此
ス
レ
」
、
、
と
た
い
ふ
も
の
と
解
し
、
結
局
之
等
の
列
例
も
、
世
(
後
の
列
例
左
等
し
く
、
強
行
法
泣
反
行
局
が
本
質
的
に
公
序
良
俗
泣
反
行
局
な
り
の
「
一
合
目
「
に
よ
っ
て
区
別
寸
J
ろ
も
の
と
・
観
る
の
が
正
制
限
超
過
刺
息
に
つ
い
て
九
七
商
業
と
経
済
九
入
岱
で
あ
ろ
)
u
而
し
て
教
授
の
主
張
ぜ
ら
ろ
ろ
が
如
く
、
公
序
良
俗
泣
氏
の
程
度
の
大
小
に
よ
っ
℃
、
七
O
入
保
遮
加
の
右
狙
…
た
分
つ
の
は
、
理
論
上
期
か
ろ
不
精
磁
な
る
根
川
中
の
採
る
べ
か
ら
ざ
ろ
は
勿
論
、
法
典
上
り
根
抜
ら
認
む
ろ
、
』
と
た
符
な
い
。
制
限
超
過
利
息
に
つ
き
七
O
八
傑
遁
用
の
有
無
に
関
す
る
通
説
及
び
判
例
の
見
解
七
O
八
傑
に
所
叩
眠
不
法
ノ
原
因
」
が
公
序
良
俗
違
反
の
み
そ
指
し
、
従
っ
て
同
傑
は
、
公
序
良
俗
違
反
の
原
因
に
基
く
給
付
の
返
還
請
求
の
み
に
関
す
る
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
然
ら
ば
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
に
針
し
て
、
同
傑
の
遁
用
あ
り
や
否
や
。
活
設
は
前
惑
の
如
く
、
同
傑
に
所
謂
「
不
法
ノ
原
因
」
は
、
公
序
良
俗
違
反
の
外
、
強
行
法
蓮
反
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
し
、
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
に
批
判
し
て
、
同
傑
の
遁
用
を
認
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
の
う
ち
少
数
の
論
者
は
、
同
傑
本
文
の
遁
用
に
よ
っ
て
、
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
を
否
認
し
て
ゐ
る
が
、
多
数
の
論
者
は
、
利
息
制
限
法
が
、
制
限
超
過
利
息
を
法
律
上
無
殺
と
な
し
た
る
理
由
は
、
高
利
を
約
せ
し
め
た
る
者
の
方
面
の
み
に
存
す
る
も
の
と
解
し
て
、
同
傑
但
書
に
該
営
す
る
も
の
と
な
し
、
制
限
超
過
利
息
に
つ
き
不
岱
利
得
返
還
請
求
椛
を
認
め
て
ゐ
る
。
小
/
数
説
、
石
坂
日
木
民
法
二
五
五
瓦
、
三
瀦
志
林
一
玉
谷
九
按
一
六
九
瓦
、
中
島
(
弘
)
抗
措
総
論
二
三
瓦
、
防
本
二
六
三
瓦
。
多
数
説
、
続
志
林
二
一
容
五
競
二
一
具
、
脇
田
八
三
九
頁
、
鳩
山
八
三
四
瓦
、
求
弘
九
八
八
瓦
、
活
問
七
九
瓦
。
一
五
来
高
利
契
約
は
更
に
之
を
二
に
分
つ
こ
と
を
得
る
。
一
は
利
息
が
極
端
に
お
き
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
利
息
制
限
法
の
規
定
を
伐
に
?
と
も
蛍
然
公
序
良
俗
定
反
と
観
る
べ
き
場
合
、
印
ち
所
謂
暴
利
行
匁
と
な
る
抑
制
合
で
あ
り
、
他
は
お
利
が
未
に
性
質
上
九
百
然
公
序
良
俗
遣
反
と
観
る
べ
き
程
度
に
注
せ
ざ
る
も
、
利
息
制
限
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
制
限
超
過
部
分
の
み
無
殺
と
せ
ら
る
る
場
合
、
印
ち
宜
純
な
る
一
口
同
利
契
約
で
あ
る
(
同
説
、
我
実
ム
ハ
九
頁
)
0
而
し
て
前
者
に
つ
き
、
之
+
伊
三
公
序
良
俗
迷
反
の
理
由
に
よ
っ
て
、
全
部
無
放
と
解
す
べ
き
か
、
或
は
既
に
利
息
制
限
法
の
規
定
あ
る
以
上
、
軍
純
な
る
高
利
契
約
と
等
し
く
、
制
限
超
過
部
分
に
つ
き
、
一
部
無
放
を
生
宇
る
に
止
ま
る
も
の
と
な
す
べ
き
か
は
、
初
疑
問
で
あ
る
が
、
本
来
利
息
制
限
法
が
超
過
部
分
の
み
を
無
双
と
し
、
制
限
利
卒
に
よ
る
利
息
付
の
消
費
貸
依
と
し
て
契
約
の
放
カ
を
認
め
た
の
は
ぶ
凶
事
者
の
怠
m仙
の
推
定
に
基
く
が
故
に
、
契
約
利
率
と
制
限
利
卒
と
の
間
に
著
し
き
懸
隔
が
あ
り
、
斯
か
る
推
定
を
な
す
べ
か
ら
ざ
る
揚
合
に
ま
で
、
そ
の
適
用
を
及
除
す
の
は
不
静
岡
で
あ
る
。
故
に
高
利
契
約
が
恭
利
行
鍔
と
観
ら
る
べ
き
場
合
に
は
、
公
序
良
俗
違
反
と
し
て
契
約
全
部
の
無
殺
を
生
宇
る
も
の
と
併
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
之
に
基
く
給
付
に
つ
い
て
も
、
他
の
公
序
良
俗
違
反
行
鍔
に
基
く
給
付
と
、
取
扱
を
異
に
す
べ
き
理
由
な
き
が
故
に
七
O
八
傑
の
遁
用
冶
認
む
べ
く
、
而
し
t
高
利
契
約
の
不
法
な
る
所
以
は
、
貸
主
の
側
に
の
み
存
す
る
が
故
に
、
同
傑
但
書
に
よ
っ
て
、
借
主
に
利
息
の
返
還
請
求
を
‘
許
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
上
述
の
如
き
暴
利
行
局
川
と
観
ら
る
べ
き
も
の
を
除
け
ば
、
一
般
の
高
利
契
約
は
本
来
公
序
良
俗
建
反
に
あ
ら
ホ
J
、
唯
利
息
制
限
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
一
部
無
放
と
せ
ら
る
る
に
過
ぎ
な
い
。
法
反
は
、
七
O
八
傑
に
所
前
「
不
法
ノ
原
因
」
に
該
首
せ
守
、
之
に
基
い
て
支
抑
は
れ
た
る
制
限
超
過
利
息
に
つ
き
、
同
伐
の
従
っ
て
斯
か
る
皐
絡
な
る
強
行
法
制
限
超
過
和
息
に
つ
い
て
九
九
商
業
と
経
済
一O
O
遁
用
を
認
む
る
こ
と
を
得
な
い
。
然
る
に
通
説
は
之
に
封
し
て
同
傑
の
適
用
を
認
む
る
も
の
な
る
が
故
に
、
少
数
設
の
如
く
同
傑
本
文
を
遁
用
し
て
、
返
還
請
求
を
担
否
す
る
と
、
若
く
は
多
数
設
の
如
く
同
傑
但
書
を
遁
用
し
て
之
を
認
む
る
と
を
問
は
宇
、
到
底
之
に
服
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
突
に
判
例
は
如
何
と
い
ふ
に
、
判
例
は
何
れ
も
、
制
限
超
過
利
息
と
雌
も
、
一
旦
支
排
は
れ
た
る
以
上
之
が
返
還
を
請
求
し
得
ざ
る
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
判
例
は
そ
の
法
典
上
の
根
擦
を
何
庖
に
求
め
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
に
、
或
は
「
裁
判
上
無
放
」
と
い
へ
る
利
息
制
限
法
の
規
定
に
基
き
、
或
は
七
O
八
傑
本
文
守
浪
践
と
し
て
ゐ
る
。
前
者
、
別
四
二
、
七
、
三
大
州
、
民
純
一
五
時
六
四
九
頁
、
大
一
二
、
一
二
、
二
七
大
州
、
氏
級
二
O
時
二
四
九
瓦
、
大
六
、
問
、
一
六
大
州
、
民
銀
二
三
昨
六
四
八
頁
、
大
一
O
、
一
二
、
五
大
列
、
氏
銭
二
七
料
四
八
六
瓦
、
大
一
五
、
一
O
、
一
三
大
州
、
汗
論
一
六
巻
五
段
向
二
三
六
頁
。
後
者
、
「
利
息
制
限
法
ハ
公
益
規
定
ナ
レ
ヲ
以
テ
、
先
ジ
制
限
ニ
超
過
ジ
タ
レ
利
率
ソ
契
約
γ
タ
レ
ト
キ
ハ
、
羽
リ
位
催
者
一
一
背
法
ノ
行
活
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
メ
、
債
務
者
モ
亦
背
法
ノ
行
局
ア
レ
ヨ
ト
勿
論
ナ
V
パ
、
抗
務
者
か
任
立
ニ
制
限
超
過
ノ
利
息
ヲ
依
拙
者
一
一
支
抑
hu
タ
レ
場
合
二
於
一
ア
ハ
、
所
訓
不
法
ノ
原
因
ノ
涜
メ
給
付
ヲ
苅
ジ
タ
U
W
モ
ノ
ト
一
古
ハ
ザ
ル
ヲ
符
メ
、
而
ジ
テ
不
法
ノ
原
因
ノ
鴻
メ
袷
付
ァ
潟
ジ
タ
レ
モ
ノ
ノ
氾
泣
ヲ
請
求
ス
M
F
ヲ
得
ザ
h
N
ハ
民
法
第
七
百
入
院
二
於
テ
明
カ
ナ
リ
」
明
三
五
、
一
O
、
二
五
大
州
、
民
政
八
件
九
谷
一
三
四
頁
、
明
三
九
、
問
、
二
八
大
州
、
民
銀
二
一
時
六
六
八
頁
、
別
問
問
、
二
一
、
一
六
大
剤
、
民
総
一
七
件
八
一
入
頁
、
昭
五
、
九
、
二
七
大
州
、
汗
論
一
九
谷
氏
一
四
六
六
頁
。
乍
併
、
利
息
制
限
法
に
所
調
「
裁
判
上
無
妓
」
は
、
之
伝
法
律
上
無
残
の
な
義
に
解
す
べ
き
こ
と
、
判
例
の
認
む
る
が
如
く
で
あ
る
(
前
遇
策
一
ノ
一
委
照
)
。
然
る
に
之
を
法
律
上
無
放
の
意
義
に
解
し
乍
ら
、
之
に
特
殊
の
な
義
守
附
し
て
、
借
主
が
任
訟
に
利
息
を
支
排
ひ
に
る
場
合
に
は
、
之
が
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
?
と
な
す
が
如
き
は
、
了
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。-次
に
七
O
八
傑
本
文
吾
根
強
と
し
て
、
返
還
請
求
を
拒
絶
せ
る
判
例
に
つ
い
て
論
争
る
に
、
判
例
は
、
七
O
八
依
に
所
前
「
不
法
ノ
原
因
」
に
つ
き
、
之
を
公
序
良
俗
建
反
に
限
る
も
の
と
な
し
て
、
強
行
法
蓮
反
を
除
外
し
な
が
ら
、
何
が
故
に
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
に
つ
き
、
同
傑
の
遁
用
守
認
め
た
の
か
。
怖
い
ふ
に
之
等
の
判
例
は
制
限
超
過
利
息
の
約
定
を
以
て
、
性
質
上
蛍
然
公
序
良
俗
に
達
反
す
る
も
の
と
な
し
た
の
で
あ
ら
う
。
、
た
が
高
利
契
約
は
前
惑
の
如
く
そ
れ
が
暴
利
行
鍔
と
観
ら
る
べ
き
場
合
を
除
い
て
は
、
一
般
に
は
性
質
上
蛍
然
公
序
良
俗
に
建
反
す
る
も
の
と
い
ふ
そ
得
歩
、
唯
利
息
制
限
法
の
規
定
あ
る
に
よ
っ
て
、
始
め
て
制
限
超
過
部
分
の
無
殺
を
生
宇
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
七
O
八
傑
に
所
溜
一
不
法
ノ
原
因
」
を
以
て
、
公
序
良
俗
違
反
に
限
る
も
の
と
解
す
る
限
り
、
制
限
超
過
利
息
の
返
還
請
求
に
つ
き
、
同
僚
の
遁
用
を
認
む
る
こ
と
を
得
ざ
る
は
岱
然
の
事
理
で
あ
る
。
然
る
に
判
例
は
、
高
利
契
約
に
前
惑
の
二
種
の
回
別
の
存
す
る
こ
と
を
明
か
に
せ
守
し
て
、
常
に
性
質
上
蛍
然
公
序
良
俗
に
遣
反
す
る
も
の
と
な
し
、
超
過
利
息
の
返
還
請
求
に
つ
き
、
七
O
八
傑
を
遁
用
せ
る
も
の
な
る
が
故
'
に
、
そ
の
不
常
な
こ
と
論
在
侠
た
な
い
。
四
私
見
五
日
人
以
判
例
と
同
じ
く
、
七
O
八
伐
に
所
前
「
不
法
ノ
原
因
」
を
以
て
、
・
公
序
良
俗
迷
反
の
み
を
指
す
も
の
と
解
し
.
従
つ
制
限
超
過
剰
息
に
り
い
て
O 
商
業
と
経
済
O 
て
同
傑
は
公
序
良
俗
遠
友
の
行
局
却
に
基
く
給
付
の
返
還
請
求
の
み
に
遁
用
あ
る
も
の
と
な
す
こ
と
前
惑
の
如
く
で
あ
る
。
叉
高
利
契
約
に
は
、
性
質
上
蛍
然
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
(
暴
利
行
策
と
な
る
も
の
)
が
放
に
、
契
約
全
部
が
無
紋
と
せ
ら
る
る
も
の
と
、
今
一
つ
性
質
上
蛍
然
に
は
公
序
良
俗
違
反
と
観
ら
る
べ
き
に
は
非
ぎ
る
も
、
利
息
制
限
法
の
規
定
あ
る
に
よ
っ
て
、
制
限
超
過
部
分
の
み
無
殺
と
せ
ら
る
る
も
の
(
草
純
な
る
高
利
契
約
)
と
が
存
す
る
こ
と
、
之
亦
既
に
設
け
る
如
く
で
あ
る
。
人
工
口
同
利
契
約
に
つ
い
て
存
す
る
こ
の
二
種
の
区
別
に
基
い
て
、
既
に
支
挑
は
れ
た
る
利
息
の
返
還
請
求
の
能
否
を
論
争
J
る
に
(
イ
)
暴
利
行
震
と
な
る
場
合
こ
の
場
合
に
は
契
約
は
公
序
良
俗
違
反
に
よ
っ
て
、
無
殺
と
せ
ら
る
る
も
の
な
る
が
故
に
、
之
に
基
い
て
支
抑
は
れ
た
る
利
息
の
返
還
請
求
に
つ
い
て
は
七
O
八
傑
の
遁
用
を
見
る
。
し
か
も
契
約
を
不
法
な
ら
し
む
る
滞
一
白
は
、
貸
主
の
側
の
み
に
存
す
る
が
故
に
.
同
傑
但
主
に
よ
っ
て
借
主
は
支
抑
ひ
た
る
利
息
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
。
而
し
て
こ
の
場
合
に
は
制
限
超
過
部
分
の
み
な
ら
守
、
契
約
全
部
が
無
殺
と
な
る
も
の
な
れ
ば
、
借
主
は
支
排
ひ
た
る
利
息
全
部
の
返
還
請
求
ぞ
な
し
得
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
借
主
は
、
給
付
の
蛍
時
、
契
約
が
公
序
良
俗
建
反
と
し
て
無
放
な
る
こ
と
に
つ
き
、
善
意
な
り
し
と
怒
立
な
り
し
と
冶
問
は
宇
、
同
傑
但
書
に
よ
っ
て
、
返
還
請
求
を
詐
さ
る
る
や
。
換
ム
一
目
す
れ
ば
、
七
O
八
傑
但
令
官
は
七
O
五
傑
を
排
斥
す
る
や
否
や
。
多
少
の
疑
問
な
き
に
非
ざ
る
も
、
若
し
之
み
よ
抑
傾
に
解
す
る
と
き
は
、
公
序
良
俗
遣
反
は
強
行
法
違
反
と
兵
り
、
蛍
事
者
が
之
を
知
り
乍
ら
給
付
を
な
す
こ
と
多
き
結
果
、
給
付
者
が
同
傑
但
書
に
よ
る
保
護
を
受
け
得
ぎ
る
場
合
が
多
く
な
る
で
あ
ら
う
。
さ
り
と
て
強
氾
そ
の
他
の
理
論
に
よ
っ
て
、
之
を
救
済
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
放
に
悪
意
の
給
付
者
も
、
七
O
五
傑
の
遁
用
を
受
け
宇
し
て
、
七
O
八
傑
但
書
に
よ
っ
て
返
還
請
求
在
認
め
ら
る
る
も
の
と
解
す
る
を
安
品
川
阿
と
信
守
る
。
之
を
要
す
る
に
不
法
原
因
給
付
に
つ
い
て
は
、
七
O
八
伎
の
遁
用
あ
る
に
止
ま
り
、
一
般
非
債
油
開
演
に
関
す
る
七
O
五
僚
は
全
く
遁
用
な
し
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
同
説
、
末
弘
九
八
四
瓦
ω
「
其
性
質
上
非
依
排
出
二
因
U
不
常
利
得
ノ
一
和
二
日
山
ス
ベ
キ
不
法
原
因
給
付
ニ
因
ル
不
営
利
得
-
一
付
、
民
法
第
七
百
八
保
-
一
於
テ
特
一
一
規
定
ヲ
設
ケ
タ
W
ρ
、
有
グ
モ
不
法
原
因
ノ
潟
メ
ノ
給
付
ナ
ル
以
上
同
保
ノ
規
定
二
依
一
フ
ジ
ム
ベ
キ
趣
旨
二
ジ
テ
、
同
法
第
七
百
五
捺
ヲ
活
用
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
メ
」
(
大
九
、
二
一
、
一
七
大
阪
地
列
、
新
聞
一
八
O
二
披
二
O
瓦
)
0
向
問
題
と
な
る
の
は
、
借
主
は
自
己
の
借
受
け
た
る
貸
金
に
つ
い
て
は
、
七
O
八
傑
本
文
に
よ
っ
て
、
返
還
義
務
を
負
は
ざ
る
に
拘
は
ら
宇
、
自
己
の
給
付
し
た
る
利
息
に
つ
い
て
は
、
返
還
請
求
を
認
め
ら
る
べ
き
や
否
や
で
あ
る
。
換
ι一日
す
れ
ば
貸
主
の
な
し
た
る
貸
金
の
給
付
は
、
不
蛍
利
得
在
理
由
と
し
て
之
が
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
詐
さ
れ
ざ
る
は
勿
論
、
借
主
の
不
蛍
利
得
返
還
請
求
桜
の
成
立
守
阻
却
す
る
放
力
を
も
認
め
ら
れ
、
ざ
る
や
否
や
で
あ
る
。
惟
ふ
に
aミ 若
し
之
を
積
極
に
解
す
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
却
っ
て
借
主
に
つ
き
不
蛍
利
得
を
生
宇
る
が
如
き
観
在
呈
す
る
も
、
元
ク
の
無
殺
行
匁
に
基
き
相
互
に
給
付
の
な
さ
れ
た
る
場
合
に
は
、
蛍
事
者
双
方
に
夫
々
不
常
利
得
返
還
請
求
桜
を
生
守
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
差
額
に
つ
き
一
ク
の
不
常
利
得
返
還
請
求
権
が
認
め
ら
る
る
も
の
に
非
ざ
る
が
故
制
限
超
過
羽
息
に
つ
い
て
一O
三
商
業
と
経
済
一O
四
に
、
貸
主
の
給
付
し
た
る
貸
金
に
つ
き
、
七
O
八
傑
本
文
に
よ
っ
て
、
不
蛍
利
得
返
還
請
求
権
が
拒
否
さ
る
る
と
も
、
借
主
の
有
す
る
不
信
利
得
返
還
請
求
模
に
は
、
何
等
の
影
響
な
き
理
で
あ
る
。
叉
仮
に
然
ら
・
?
と
す
る
も
、
銃
に
貸
金
に
つ
い
て
は
蛍
然
之
が
返
還
を
請
求
し
得
ざ
る
以
上
、
貸
主
は
利
息
の
受
領
に
よ
っ
て
、
そ
れ
丈
け
の
利
得
を
な
し
た
る
も
の
と
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
故
に
借
主
は
貸
金
の
返
還
を
要
せ
守
し
て
、
若
し
叉
既
に
之
を
返
済
し
た
る
場
合
に
は
、
そ
の
返
還
と
共
に
自
己
の
支
抑
ひ
た
る
利
息
の
返
還
を
請
求
し
得
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
(
ロ
)
間
早
な
る
高
利
契
約
の
場
合
一
口
同
利
契
約
が
末
、
た
4
公
序
良
俗
違
反
と
観
る
べ
き
程
度
に
達
せ
ざ
る
場
合
に
は
、
利
息
制
限
法
二
傑
に
よ
っ
て
、
制
限
超
過
利
息
の
部
分
の
み
が
、
無
殺
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
超
過
利
息
の
返
還
請
求
に
関
し
て
は
、
七
O
八
傑
の
遁
用
な
く
、
一
般
非
債
耕
湾
に
関
す
る
七
O
五
傑
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
る
ο
印
ち
ゅ
同
該
利
息
が
利
息
制
限
法
違
反
に
よ
っ
て
無
放
な
る
こ
と
に
つ
き
、
善
意
の
給
付
者
は
、
超
過
利
息
の
返
還
請
求
植
を
有
す
る
も
、
悪
意
の
給
付
者
は
.
之
を
有
せ
ざ
る
こ
と
と
な
る
。
利
私
制
限
訟
の
規
定
た
知
れ
ろ
者
と
雌
も
、
計
算
の
錯
誤
等
に
よ
っ
て
、
常
設
利
息
が
利
息
制
限
法
泣
反
に
非
ざ
ろ
も
の
と
信
じ
て
、
給
付
在
な
し
れ
る
と
き
ば
、
向
蕊
に
所
羽
善
意
の
給
付
者
で
あ
ろ
。
制
限
超
過
利
息
に
つ
き
、
白
然
低
務
の
存
す
ろ
も
の
と
信
じ
て
、
給
付
た
な
し
土
ろ
者
に
つ
い
て
は
、
約
疑
問
な
ろ
も
、
所
か
ろ
給
付
者
た
以
て
.
住
…
立
味
な
ろ
行
局
に
よ
リ
、
自
ら
損
失
た
招
げ
ろ
者
と
断
ず
ろ
J
的
存
ざ
ろ
が
故
に
、
尚
之
島
普
志
の
給
付
者
に
数
ふ
ぺ
為
、
で
あ
ら
、
フ
O
或
は
こ
の
場
合
に
於
て
、
怒
訟
の
給
付
者
が
、
返
還
請
求
様
冶
奥
へ
ら
れ
.
ざ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
‘
前
述
目
前
利
行
匁
と
な
る
場
合
に
於
て
、
悪
意
の
給
付
者
に
も
命
之
を
認
め
に
る
に
比
し
、
公
平
を
失
す
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
公
序
良
俗
違
反
は
犯
行
法
違
反
と
兵
り
、
蛍
事
者
が
之
を
知
り
て
給
付
を
な
す
こ
と
多
き
故
、
若
し
暴
利
行
匁
の
場
合
に
悪
意
の
給
付
者
に
つ
き
、
返
還
請
求
権
在
認
め
ざ
る
と
き
は
、
給
付
者
の
保
護
を
受
け
得
る
場
合
、
著
し
く
減
少
す
べ
く
、
叉
公
序
良
俗
違
反
の
貸
主
に
封
し
て
は
、
借
主
を
保
護
す
べ
き
必
要
大
な
る
が
故
に
、
七
O
八
傑
但
書
の
場
合
に
は
七
O
五
係
の
遁
用
な
き
も
の
と
解
し
た
の
で
あ
り
、
雨
個
の
場
合
に
於
て
、
夫
々
悪
意
の
給
付
者
の
取
放
を
異
に
す
る
の
は
、
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
-
命
制
限
超
過
利
息
に
関
聯
し
て
、
所
説
天
引
の
放
力
を
論
宇
る
必
要
あ
る
も
、
割
愛
し
て
他
日
に
譲
る
。
利
息
制
限
訟
の
改
正
口
、
早
く
よ
り
問
題
と
な
っ
て
お
土
が
、
愈
主
政
府
で
は
成
案
舟
侍
れ
模
様
で
あ
る
(
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
六
、
七
日
各
祇
芸
照
)
0
改
正
大
刺
集
中
、
本
論
文
に
聞
係
わ
ろ
は
次
の
二
貼
で
あ
る
。
一
、
利
息
制
限
法
第
二
僚
に
「
裁
列
土
佐
…
殻
」
と
あ
る
た
、
「
法
律
上
保
設
」
に
改
め
ろ
。
二
、
白
務
者
口
説
に
支
抑
ひ
六
ろ
制
限
超
過
利
息
の
泣
還
請
求
た
な
し
符
ろ
旨
の
明
文
み
設
げ
る
。
第
一
拍
日
呪
行
法
上
一
迎
試
の
主
採
す
ろ
所
在
明
文
化
す
ろ
も
の
に
し
て
、
王
宮
の
改
正
で
あ
る
o
反
之
、
第
二
鮎
日
、
忠
志
の
支
排
者
の
返
還
請
求
た
も
認
む
ろ
趣
旨
な
り
わ
「
一
合
平
た
別
般
に
す
ろ
に
非
ざ
れ
江
、
こ
の
貼
に
つ
斗
¥
民
法
七
O
五
除
、
七
O
入
総
と
関
聯
し
て
、
改
正
後
も
街
疑
問
の
鈴
地
牛
残
す
(
白
河
)
こ
と
h
な
ろ
で
あ
ら
う
。
制
限
超
過
利
息
に
つ
い
て
一O
五
